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韓国当てにせず､日本は自国で守り固めよ
日本の防衛オピニオン 防衛問題特別取材班第25回

韓国政治混乱､日米韓に影響

THAAD導入とGSOMIA締結

　韓国がまともな民主主義国家ではないこ

とが、大統領、朴槿恵の友人の国政介入事

件で浮き彫りになっている。朴が来年4月

の辞任を表明しても混乱は当面収まりそう

にない。北朝鮮の弾道ミサイル・核開発が

進むなか、韓国が不安定であることは日米

韓の連携にも影響が出る。もっとも、有力

後継候補をみると朴以上に親北ぶりが目立

ち期待は持てない。

　最初から「反日カード」を切るなど大統

領としてめぼしい実績を残していない朴だ

が、北朝鮮に対しては強硬だった。北朝鮮

制裁として南北協力の象徴である「開城工

業団地」を閉鎖し、米国の最新鋭地上配備

型の迎撃システム「高高度防衛ミサイル

（THAAD）」導入を決定した。さらに、日

本との間では防衛機密の共有を可能にする

軍事情報包括保護協定（GSOMIA）を締結

した。

　GSOMIAは2012年6月、当時の李明博

政権の末期に署名寸前だったところを「密

室交渉」との批判がおこり、署名のわずか

1時間前になって締結が延期された経緯が

ある。朴は北朝鮮の核・弾道ミサイル開発

に対処するため、これらの情報を共有する

覚書を日米とともに締結した。これまで日

韓は米国を通じて情報共有してきたが、協

定の締結によって直接のやりとりが可能と

なり、情報共有の迅速化につながる。なか

中立であるべき国連のトップ

としてとてもふさわしい行動

とはいえなかった。

　最大野党「共に民主党」前代

表の文在寅はどうだろうか。文

は前回大統領選で朴に僅差で

敗北した。盧武鉉大統領時代に

は大統領秘書室長を務めた。文

は2009 年に盧が自殺したと

き、葬儀委員会常任執行委員長

として取り仕切るなど盧の側

近として知られた。盧政権時

代、韓国は北朝鮮に対する過度

の融和策で臨み、国内の左傾化

も顕著となった。その中心的存

在が文だった。

　朴のスキャンダルが大きく

なる前は文が疑惑の渦中にい

た。大統領秘書室長を務めてい

た2007年、国連の北朝鮮人権決議案の採

択前に当の北朝鮮に意見を求め、当然のこ

とながら反発する意見が出たため、棄権を

決めたことが当時の外交通商相の回顧録に

よって10月に暴露された。北朝鮮の「回し

者」「内通者」として文は非難されたが、朴

スキャンダルのおかげで追及を免れた。

野党候補はオール「反日一色」

韓国のトランプ李も日本敵視

　今年7月には、韓国が不法占拠を続ける

竹島（島根県隠岐の島町）に上陸した「反

日派」でもある。芳名録には「東海のわが

領土」などと書き込んだ。文の反日行動は

これにとどまらず、2012年には慰安婦問

題で日本攻撃の急先鋒である「韓国挺身隊

問題対策協議会（挺対協）の集会に参加し

たほか、昨年の慰安婦問題に関する日韓合

意にも「国会承認を得ておらず無効だ」と

主張するなど、「反日一色」の人物だ。

　日韓合意に反対しているのは野党「国

民の党」前共同代表の安哲秀も同様だ。日

本側が求めている在ソウル日本大使館前

の慰安婦像の撤去には「ありえないこと

だ」と反対している。大学教授、医師、実

業家とさまざまな顔を持つ安だが、前回

の大統領選では野党候補一本化のため出

馬を辞退した。

　それでは、最近「韓国のトランプ」と呼

ばれ注目を集めているソウルに近い城南市

の市長、李在明は3人とは違うだろうか。李

は実家が貧しく、小学校を卒業後すぐに工

場で働き始めた苦労人だが、25歳で弁護士

となり、2010年に城南市長となった。市の

負債を完済するなど行政手腕を発揮し注目

を集めた。同時にトランプばりの過激発言

でも知られるようになったが、矛先は日本

に向いている。

　慰安婦問題については朴の父親である元

大統領、朴正煕について「日本軍将校出身

で、日本軍慰安婦の真似して米軍慰安婦制

度をつくった」「慰安婦に対する朴槿恵政

権の残忍な措置は米軍慰安婦と無関係と言

えるか？」などとフェイスブックに書き込

んだ。

　GSOMIAについても「協定を締結する

なら朴は大統領ではなく日本のスパイだ」

「売国の現場を目撃する気持ちは無残なも

のだ。依然として日本は敵性国家であり、

日本が軍事大国化する場合、一番先に攻撃

対象になるのは朝鮮半島であることは明白

だ」などと、3人以上に反日姿勢を鮮明に

したメッセージを発している。

韓国混乱､挑発控える北朝鮮

朴スキャンダルは渡りに船

　以上をみると、4人ともとても日韓関係

の改善に取り組むとは思えない。むしろ親

北色満載なのである。韓国国内の混乱を喜

んでいる北朝鮮だが、事件発覚と相前後し

て、今年相次いで行った核実験・弾道ミサ

イル実験などの挑発行為を控えるように

なった。

　北朝鮮はGSOMIAに関しては「百年の

宿敵（日本）に再侵略の道を開く、許され

ざる罪悪だ」（朝鮮労働党機関紙、労働新

聞）と、李同様に激しく批判した。さらに

ソウル市内などで展開される大規模デモに

ついては「汎国民闘争が展開された」と好

意的に伝えている。

　北朝鮮は今年6月、韓国に潜んでいる工

作員向けに指令を出す「乱数放送」を再開。

韓国側は警戒を強めている。

　そもそも朴の機密情報はなぜ明らかに

なったのか。きっかけはJTBCという韓国

のテレビ局が朴の親友である崔順実のパソ

コンのファイルを入手したことがきっかけ

だった。JTBCの記者が崔の事務所を訪れ

たところ、事務所の外にあったパソコンを

入手したとの説明があるが、真相は定かで

はない。日本の公安筋は「偶然にしてはで

きすぎている。北朝鮮の工作員が介在して

いたとしても不思議ではない」と語る。

　もともと崔は北朝鮮とはパイプがあった

とされる。朴が国会議員時代の2002年に

訪朝し、当時の総書記、金正日と会談した

ときは、崔の宗教関係のコネクションを

使ったとも言われている。

　崔の父親の崔太敏は1970年代に新興宗

教「永世教」を興した。74年に朴の母親・

陸英修が狙撃され死亡したころから崔太敏

は朴に接近。75年に「大韓救国宣教団」を

創設し自らが総裁、朴を名誉総裁に迎えて

いる。79年に教団を「セマウム奉仕団」に

改称し、勢いを伸ばした。

　崔順実は北朝鮮と良好な関係を保ってい

たが、2013年に北朝鮮のナンバー2であっ

た張成沢が粛清されたとき「北朝鮮はあと

2年で崩壊する」と予言したという。朴政

権も北朝鮮に対して強硬姿勢で臨むように

なる。北朝鮮が崔を徹底マークしていたと

しても不思議ではない。

　労働新聞は今回の事件について「朴は

『崔順実核爆弾』で吹き飛ぶ事態になった」

「親米保守勢力の全面的崩壊にほかならな

い」などと、“裏切り”に対し勝ち誇った様

子で伝えている。

　北朝鮮に関してはこのほど9月に行った

5回目の核実験を受けた国連安全保障理事

会の新制裁決議で、石炭輸出の規制を強化

された。決議は中国向けの石炭輸出に頼る

北朝鮮の外貨獲得手段を遮断し、北朝鮮の

核・ミサイル開発に打撃を与えるのがねら

い。北朝鮮にとっては国際的な包囲網が強

まるなかで、韓国の混乱は渡りに船という

わけだ。

　米紙ウォールストリートジャーナルは

「危険なことは北朝鮮がこの機会を使おう

と考えるかもしれないことである」とし

て、来年2月の米韓軍事演習を理由に北朝

鮮が韓国に攻撃してくるかもしれない可能

性を指摘した。

　日本としては政情不安が続く韓国を当てに

せずに、自国の守りをしっかり固めるという

姿勢で臨む必要がありそうだ。（敬称略）

シリーズ

日本が危ない！日本が危ない！

でも対潜水艦情報に弱い韓国にとって、日

本の優れた対潜情報を入手できるという大

きなメリットがある。

朴政権よりマシな政権できるか

「歴代最悪」の潘国連事務総長

　これに対し、韓国の野党は慰安婦に10

億円を支払う日韓合意も含めて合意に反対

してきた。このままいくと野党政権の誕生

となり、朴の「遺産」をすべて破棄する可

能性もある。東京基督教大学教授の西岡力

は12月1日付産経新聞「正論」で「与党

議員がスキャンダルは批判するが政策は維

持発展させるという朴政権の評価に立ち返

り、自由民主主義体制を守る健全な次期大

統領候補を擁立できるかが焦点だ」と指摘

した。

　だが、現実は西岡の期待からは遠いよう

だ。有力とされる4候補をみてみよう。

　国連事務総長の潘基文は12月末で任期

切れとなる。潘は「来年1月からは韓国の

未来について考え、祖国のために尽くす最

善の方法を考える」

と大統領選出馬に意

欲をにじませた。国

際的に知名度も高い

潘は北朝鮮の第一書

記、金正恩と会談し

ようとしてきた。外

交筋によると潘は5

回にわたって訪朝を

計画した。国連事務

総長としてさしたる

成果もあげられない

なか、訪朝すること

で緊張が高まった朝

鮮半島の和平に向け

て成果を上げようと

したとみられる。結

局北朝鮮側から直前になって取り消される

など、ここでも実績を上げることができな

かった。

　潘は人権問題などで存在感が希薄との批

判を浴びてきた。潘はAP 通信のインタ

ビューに「私がいつも静かで人

権問題を取り上げないという

が、私はいかなる西側諸国の指

導者よりも多くの言葉を発して

きた。私ほど忌憚なく話してき

た人はいないでしょう」と反論

した。

　そう思っているのは本人だけ

のようで、英誌エコノミストは

「歴代最悪の事務総長」と酷評

している。同誌は潘の10年間に

わたる事務総長としての仕事ぶ

りについて「懸案への対応は不

十分」として「失敗だった」と

総括した。米紙ニューヨーク・

タイムズもシリア情勢に関して

「潘基文はどこにいる」との記

事で「シリア国内の虐殺を止め

ることに関してまったく無力

だった」と酷評した。

　潘をめぐっては有力ポストに

韓国人を次々と起用するなどそ

の「縁故主義」にも批判が上が

り、国連職員組合が「親類縁者

や友人を優先する人事政策を批

判する」とした文書を出す事態

にまでなった。朴と同じような

事態である。

　潘は2015年9月には中国・北

京で開かれた抗日戦争勝利70

周年記念式典に出席し、ロシア

大統領ウラジミール・プーチ

ン、朴らと前列に立ってパレー

ドなどを見守るなど中国寄りの

姿勢も鮮明にした。この式典に

は日本はもちろんのこと、欧米

の首脳は参加しなかったため、


